
天

地

【折イメージライン】山折
※PDFに保存する前に線を削
除してください。

南地域まちづくりかわら版
発行

202６年9月1日

第1３5号

 

 

南地域自治組織防災部会では、７月１１日(土)

午後１時３０分から健康文化センター１階多目

的室において、「『避難所運営ルールブック』の作

成を目的とした防災ワークショップ」を開催しま

した。 

このワークショップは、今年１月３１日、石川

県珠洲市の住民及び職員を講師に招き、「～珠洲

市の実例に学ぶ～あの時、避難所はどう動いた?」

と題して開催した防災講演会の参加者などから

メンバーを募り、講演内容を振り返りながら、避

難所の開設・運営初期における課題や検討事項を

深掘りするとともに、新たな気づきや提案を取り

まとめることを目的に開催したものです。  

 ワークショップには、防災講演会参加者や防災

部会会員など 33 名が参加し、避難所開設・運営

初期において検討すべき事柄を「運営(場所)」「運

営(人)」「ルール」「要支援」「物資」「その他」の

６つの班に分かれて話し合いました。それぞれの

班では、活発な意見交換が行われ、多くの貴重な

気づきや提案が寄せられました。 

 今後、

防災部会

では、今

回いただ

いた提案

をもとに

『避難所

運営ルー

ルブック

（案）』を作成し、その内容に基づいた避難所開

設・運営訓練などの実証を行う予定です。 

  来年 3 月には「避難所運営ルールブック」を

完成させることを目指しています。関係者の皆様、

地域の皆様には引き続きご支援とご協力を、よろ

しくお願いいたします。  

 

 

 

 

南地域自治組織防犯・交通安全部会は、江南

警察署交通課及び南小学校の協力をいただき、

６月３０日(火)に南小学校 4 年生の児童の皆さ

んを対象にした「自転車教室」を開催しまし

た。 

 当日は、南小学校体育館で４０名の児童の皆

さんが二つの班に分かれて江南警察署交通課の

署員から、自転車に乗る際の注意点としてヘル

メット

の着用

や自転

車走行

時のル

ールに

ついて

説明を

いただ

きました。 

 ヘルメットの着用については、 

➀ 自動車に乗った時にシートベルトをするのと

同じことで、自転車に乗る際には必ずヘルメ

ットをかぶること 

➁ ヘルメットは額を覆うように眉毛の上くらい 

まで深くかぶり、ヘルメットの内側のベルト 

を頭にしっかりと固定すること 

➂ ヘルメットのあごひもは、指が２本入るく 

らいまでしっかりと締めること 

などを学ぶとともに、自転車走行のルールとし

て「自転車の５つの左」についても学びまし

た。 

 その後、児童の皆さんは、体育館内に設けら

れたコースを実際に自転車で走行し、自転車の

正しい走行ルールを体験していました。 

 「自転車教室」は、児童の皆さんにとって、

正しい自転車走行のルールについて学び、体験

する機会となったようです。 

 当日は、岩

倉市役所の職

員２名が来訪

され、「自転

車教室」の運

営などについ

て見学をされ

ました。  

 

自転車の５つの左 

 ➀ 自転車には左側から乗る 

  ➁ 自転車をスタートさせるときは、地面に左足を置き右足をペダルにかける 

 ➂ 車道では自動車と同じく左側通行をする 

  ④ ブレーキを掛けるときは左ハンドルのブレーキ(後輪のブレーキ)を最初に使う 

  ➄ 降りるときは左側から降りる 

 

 

おでかけサポートカーは令和７年１０月より大

口町おでかけ支援事業となり、

今では利用登録者数が１００

名を超えている状況です。 

利用者さんはじめ、ご家族の皆

様に安心して使って頂けるよ

うドライバーのスキルアップ

のため、社会福祉協議会から講師の方をお招き 

し、「ボランティアドライバー

講習会」を行いました。利用者

の皆さんに安全にご利用頂け

るよう介助方法や注意事項を

学びました。 
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南地域のたからもの vol.81 ～工場に囲まれた神社～ 

 

株式会社青山製作所本社・大口工場の北側

に墓地があり、そこから南へ少し歩くと、工

場の建屋に囲まれて小さなお社
やしろ

が建ってい

ます。これは天

神社として、古

くから大屋敷

に遺
のこ

る神社の

一つです。 

１８２２（文政

５）年に成立し

た『尾張
お わ り

徇
じゅん

行記
こ う き

』によると、天神社は 

１７２７（享保１２）年に勧請
かんじょう

したとあ

り、１８４１（天保１２）年に描かれた

大屋敷村の絵図にも確認できます。１９

３５（昭和１０）年に刊行した『大口村

誌』によると、天神社を三明神社の境内

に遷
うつ

したところ、悪疫（伝染病）が流行

ったため、１８９３（明治２６）年に元

の場所へ戻したとあります。 

 

 

 

青山製作所 

本社・大口工場 

 

無料♪ 

みんなで音楽体操♫ 

 

 

居場所づくりとして 6 月

より始まった「(仮)みなみフリーカフェ」、軌

道にのってきたのを機に正式名称が決まりま

した。『カフェにこにこ』です。以後お見知り

おきを。 

来所者の方々とおしゃべりして、にこにこ

笑顔で帰っていただきたいとの願いを込めて

名付けました。オープンは 9 時 30 分です。 

時間内なら、来たい時間に来て帰りたい時間

に帰れます。11 時からのお楽しみタイム♪

では、毎週趣向をこらして、昭和歌謡をうた

ったり 脳トレをやったり、椅子に座ったま

ま音楽体操などをやっています。参加は自由

です。 

 

お友達を誘って『カフェにこにこ』においでくだ

さい。お待ちしております。 

 

毎週火曜日：9 時 30 分～11 時 30 分 

⇒南地域自治組織事務所内（ABC カフェ南側）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大口町堀尾跡に鎮座する八剱社（はっけんしゃ）

において、夏の恒例行事である天王祭「夏越の祓

（なごしのはらえ）」が開催されました。 

 境内の鳥居

をくぐると、

青 々 と し た

瑞 々 し い 茅

（かや）で編

まれた大きな

「茅の輪（ち

のわ）」が参拝者をお迎えします。この輪をくぐ

ることで疫病や災厄から身を守ることができる

とされており、訪れた氏子や地域の皆さまが丁寧

に輪をくぐる姿が見られました。 

 また、会場では「人形（ひとがた）」の受付も

行われました。

紙でできた人

の形をした「人

形」に自身の名

前や年齢を記

し、体を撫でた

り息を吹きか

けたりして罪穢
けが

れを移します。これを神前に納め

ることで、お祓いの祈祷を受けることができます。 

 境内には厳かな雰囲気が漂い氏子や地域の

方々によって長年大切に守り継がれてきた伝統

の祭りが、今年も変わらぬ姿で執り行われました。 

 

 豊田区 令和８年７月１８日、天王祭「夏越の祓」が執り行われました 

 

 

８月１日の土曜日に大屋敷グラウンドゴルフ

コートにて「納涼ふれあい夏祭り」が開催されま

した。  

当日は鈴木町長をはじめ多くの来賓の皆さまに

お越しいただき、踊りの安藤豊淑五先生の皆様や

豊田区盆踊り同好会の皆様と日本太鼓研究会の

皆様の太鼓演奏に合わせて、区民のみなさんが盆

踊りを楽しみました。 

今年は定番の大口音頭等に加えて、新曲「イエ

ローサブマリン音頭」も登場し、会場はさらに盛

り上がりました。子どもたちが主催した千本引き

ゲームや輪投げのブースも大人気で、元気な歓声

があちこちから聞こえ、終始にぎやかな雰囲気で

した。 

恒例の大抽選会では、櫓のまわりにたくさんの

方が集まり、自分の番号が呼ばれるのをドキドキ

しながら待つ姿が見られました。 特賞は１万８

千円相当のグルメカタログということもあり、会

場は大いに盛り上がりました。残念ながら外れて

しまった方にも参加賞をお配りし、最後まで楽し

い雰囲気のまま閉会しました。 

子どもたちの夏の思い出づくりや、地域のにぎ

わいのきっかけになればと願い、今後も続けてい

きたいお祭りです。 

 

大屋敷区納涼ふれあい夏祭り 
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